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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョンの内容は次のスライドから記載
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・広島県の将来を展望すると、人口減少、少子化・高齢化、グローバル化、などに加え、
大規模災害の頻発化や、新型コロナ感染症、DXの流れが日本中、世界中に不可逆的な影響を及ぼすなど、社会経済環境の変化が予測され、先行きの不確実性や不透明さが高まっている。
・広島県においては、変化が激しい時代であることを背景に、現状の延長から考えるフォアキャストではなく、
概ね30年後のあるべき姿を構想し、そこから逆算する、バックキャスト思考により、
10年後の目指す姿とその実現に向けた取組の方向性を描き、県民の皆様と共有し、共感を得ることで、
県民の皆様と一緒に広島県づくりを推進している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・広島県では、「安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョン」を策定し、
その中で、広島県の基本理念を、県民の普遍の願いである
「将来にわたって、『広島に生まれ、育ち、住み、働いて良かった』と心から思える広島県の実現」
・目指す姿として、
「県民一人一人が「安心」の土台と「誇り」により、夢や希望に「挑戦」しています
～仕事も暮らしも。里もまちも。それぞれの欲張りなライフスタイルの実現～」　を設定した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
ひろしまビジョンのポイントは３点。
・１点目は、「安心」の土台と「誇り」の高まりによって、夢や希望に「挑戦」できる社会を目指すことにより、県民一人一人の欲張りなライフスタイルを実現していく。
○「安心」の土台について、イノベーションを起こして、しっかりとした経済基盤を作ることや、何かあったときのセーフティネットを構築することなど、不安を「安心」に変えていくことが必要。
○「誇り」を高めることについて、本県にはものづくり産業の技術、都市と自然の近接性など様々な強みがあり、これらの強みを磨くことで、県民の「誇り」を高めていく。
○こうした「安心」の土台と「誇り」の高まりにより、県民の皆様に夢や希望をあきらめることなく「挑戦」していただくことが、新しいビジョンの、目指す姿。
○こうした「挑戦」を通じて、県民一人一人の生きがいとなり、地域における活力を生み出し、広島県全体の発展、活性化につながる。

・２点目は、『適散・適集社会』のフロントランナーになるということ。
広島県の特徴である「密過ぎない都市」と「美しく自然豊かな中山間地域」による『都市と自然の近接性』を生かし、デジタル技術を活用することで、時間や場所にとらわれない働き方や暮らし方ができる『適散・適集社会』のフロントランナー広島を目指している。

・３点目は、全ての施策を貫く視点として、①DXの推進②ひろしまブランドの強化③生涯にわたる人材育成の３つを掲げ取り組むとともに、様々な施策を相互に連関させ、相乗効果を創出している。

○「ＤＸの推進」
　⇒ＡＩ/ＩｏＴ等のデジタル技術を活用したＤＸは、産業構造やビジネスモデル、生活スタイルに変革をもたらし、社会をより便利で快適に変える可能性がある。こうした状況において、地域間競争で優位に立ち、広島県が持続的に成長していくため、先駆的にＤＸに取り組んでいく。 

○「ひろしまブランドの強化」
　⇒本県には魅力的な観光地や、歴史・文化、自然、産業など、様々な強みがある。これら全ての分野において、「ひろしま」のブランディングを意識した取組を進め、県民の皆様に広島の強みを再認識していただき、国内外からの共感の獲得につなげる。
○「人材育成」
　⇒先行き不透明な時代において、自ら考えて解決策を提示・実行できる人材の育成が求められる。乳幼児から社会人まで一貫した人材育成と、産業ニーズなどの経済社会システムの変化を踏まえた「学び直し」が行える多様な機会を提供することで、教育分野をはじめ、産業、ＤＸなど、あらゆる分野において人材育成に着目した取組を進める。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
ビジョンには、17の施策領域があり、これらを連関させ、相乗効果を生み出しながら、県民一人一人の新たな挑戦を後押しする取組を総合的に推進している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・ビジョンを実現するための仕組みについて
・まずビジョンは、１０年後の目指す姿とその実現に向けた取組の方向性と指標を記載している。
・そして、①ビジョン（10年間の取組方向と指標）を
アクションプラン（5年間の取組方向と指標）で具体化するとともに、
②ビジョンを具体化したアクションプラン（５年間の取組の方向と指標）を
さらにワークで具体化するという仕組みの構造になっており、ワークの下には、事業群が紐づいている。

・ワークは、例えば、イノベーション環境の整備、企業誘致・投資誘致の促進など全部で９９ある。
※紐づいている事業（サンドボックス・企業立地促進事業）はその後のスライドで説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・（DXの必要性は先ほどのスライドで説明）
・広島県ではＤＸを、
「デジタル技術を活用して、県民生活に関わるあらゆる分野において、
ビジネスモデルなどに変革を起こすことによって、
新たな価値を生み出し、県民の暮らしを豊かにすること」
と定義し、デジタル技術を活用した業務効率化や業務プロセス改革も含めたＤＸを推進している。
・県民の皆様に、暮らしや仕事の中で利便性の向上を実感していただくため、
「仕事・暮らしＤＸ」　「地域社会ＤＸ」　「行政ＤＸ」の３つの分野でＤＸ推進の取組を進めるとともに、
ＤＸの推進を支える基盤づくりに取り組んでいる。

https://1.bp.blogspot.com/-zsUtT5Qh4ZY/UsZtA-NSX_I/AAAAAAAAcvk/SFJaGxkzros/s800/bus_character02_orange.png
https://2.bp.blogspot.com/-Pz6GBclm23s/XG_PWG8Rz8I/AAAAAAABRuo/UweXg6uLXjE4cCiWU6RoWNDUlnfvgbdEACLcBGAs/s800/beacon_denpa_hasshinki.png
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・「ひろしまサンドボックス」推進事業（ワーク：イノベーション環境の整備）
・IoT・AI・ビッグデータ等の新たな技術・ノウハウをビジネス環境に取り入れ成長エンジンとする、
「第4次産業革命」が世界的な潮流となって広がっている。
・一方、広島県では企業現場でのデジタル技術導入が進まず、
世界の潮流から大きな後れを取る可能性が高いと危機感を抱いていた。
・「第4次産業革命」の潮流を広島県に取り入れるべく、
デジタル技術で様々な課題解決や新たな価値を創出するオープンな実証実験の場を提供。
・ＡＩやＩｏＴといったデジタル技術やノウハウを保有する県内外の企業や人材を呼び込み、
様々な産業・地域課題の解決をテーマとして、共創で試行錯誤できるオープンな実証実験の場。
・自治体としては前例のない10億円の実証予算を用意
失敗も許容しながら何度でも試行錯誤できる場を提供。
・作ってはならし、みんなが集まって、創作を繰り返す「砂場」のように、何度も試行錯誤できる場
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・様々な分野で最先端のデジタル技術を活用し、
コロナ禍における新しい生活様式を提案する実証実験「ひろしまサンドボックス“D-EGGS　PROJECT”」を実施。
・本プロジェクトの取組事例をいくつか紹介
・左上から
・自律航行小型ボートの社会実装に向けた実証【株式会社エイトノット】
 バスの貨客混載による物流の実証【やさいバス株式会社】
 へき地診療所における遠隔眼科検診の実証【株式会社MITAS Medical（ミタスメディカル)】
 視覚障害の方向けの歩行ナビシステムの実証【株式会社Ashirase（あしらせ）】
を行っている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・ユニコーン10プロジェクト。（ワーク：イノベーション環境の整備）
・広島県では「広島から、ユニコーン企業に匹敵するような、
企業価値が高く急成長する企業を10年間で10社創出する」
ことを目標とした「ひろしまユニコーン10」プロジェクトに取り組んでいる。
・本プロジェクトは、世界に羽ばたき大きく成長することを志す
有望なスタートアップ企業等の存在が地域の産業に刺激を与え、
次なる挑戦への着火剤となるとともに、県内既存産業とも相互に刺激し合うことによって、
しなやかな産業構造の形成、さらには
広島に「新しいことに挑戦しやすい環境」「挑戦することが当たり前の土壌・文化」
が生まれることを目的としている。
・本プロジェクトの支援対象は、「創業10年以内」「テック系企業」
「未上場」にはこだわらず、時価総額10億ドル以上への急成長を志向する企業
・スタートアップはもちろん、企業内で新事業にチャレンジして
カーブアウトを目指す人やアトツギベンチャーも歓迎し、
企業のニーズや成長段階に合わせたサポートを提供。
・広島県には、変革を厭わない経営者が多く存在し、
また広島発の世界的な企業が生まれており、「挑戦する土壌」は元々備わっている。
・さらに「挑戦しやすい環境」にするためには、
「挑戦が生まれ、その挑戦が応援されて成長し、
その成長が新たなる挑戦を生む」このエコシステムを育て強化していく必要がある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・ユニコーン10プロジェクトのサポートメニューの１つである
スタートアップ企業等の事業成長を支援するプログラム
「ひろしまユニコーン10」アクセラレーションプログラム。
・昨年12月に12の企業を採択し、３つのプログラムを提供し、支援を開始した。
（今年８月にも新たに16の企業を採択）
①国内外のトップアクセラレーターや、
先輩起業家による個別メンタリングや勉強会を通じた
事業プランの磨き上げを目的とする伴走型プログラムの提供
②ファイナンスやオープンイノベーションの勉強会
③マッチングイベントの開催　などを実施。�
【採択企業について参考】
SEATEC　HIROSHIMA（シーテックヒロシマ）
⇒海の共通の課題であるフジツボを切り口に、
海をデータ化することで海に関わるすべての産業をアップデート。
　水産業・製造業・造船業、すべてを兼ね備える広島で
海の課題の抽出と解決策の創出し、海洋テクノロジーの一丁目一番地にしていく。
SEDICAL（セディカル）
⇒予防医學に基づいたフリーフロムビヨンドスイーツを提供する、ウェルネススタートアップ企業。　
健康格差を解決し、人と自然環境が共に豊かに存続できる社会を実現する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・企業立地促進対策事業（ワーク：企業誘致・投資誘致の促進）

・10 月 10 日（火）～13 日（金）「Hi! HIROSHIMA business week 2023」を 開催
・企業誘致のプロモーションの集中期間を設け、デジタル系企業等の広島県への進出を促進する。 
・本県のビジネス拠点としての魅力を実際に体験する機会をつくり、参加者による SNS 発信
等、情報拡散を促すことで、より多くの企業の関心を集め、進出につなげていく。


& =m0 5w 03UBEY
TPEET R ERN Ak H =

A REENBE - ¥R Belidviotbnd

EEAMERA BB

ISR FERE
Bl EEARK

B gesEoRy 1 758 (ki)
KOS 1 A2=01005H

[REERabeT 1 EM
BRRE |aprsoREELIARNRS
DOREN 1 AMED1005M

[REERabteT 1 &M y


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・企業立地促進対策事業（ワーク：企業誘致・投資誘致の促進）
・本社・研究開発機能やＩＴ系企業などの誘致の加速に向け、新たな助成制度を創設。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・様々な県施策の成果により、新たに広島に進出した企業は６年間で100件を超えている。
・江田島市においては、たった３か月で３社の進出が決定。（そのうち２社をスライドに記載）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メッセージ＞
各国首脳陣やゼレンスキー大統領とのやりとり、首脳陣から受けた印象（垣間見えた人柄・ハプニングなど）、
緊迫する会場の中で湯﨑さんが感じたことなどをお話しください。（京大からの強い要望）

〈メモ〉
・首脳プログラムでは、１日目に平和記念資料館の視察、被爆者との対話、
原爆死没者慰霊碑への参拝と献花、そして、植樹が行われた。
・首脳プログラム３日目には、ウクライナのゼレンスキー大統領が急遽広島サミットに参加。
・平和記念公園を訪れるとともに、その後に行われた会見では、ウクライナと広島の姿を重ねた上で、
ウクライナの復興を成し遂げる決意が示された。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・広島サミット県民会議の予算額は２か年で761,001 千円
・国における累計予算額は２か年で約400億円
・５月18日（木）～21日（日）広島県内高速道路、広島市中心部一般道路
（１年前の同週同様日と比較）交通量53.8％削減
・警備態勢：最大時約２万4,000人（うち特別派遣約２万1,000人）
　サミット関連のデモ等：17行動、約2,100人
・「Ｇ７広島サミット弁当供給センター」を設置し、
県内各地に配置される警備・消防、医療・現地スタッフ等に対し、
安全で安心な食事を大量に継続して供給できる体制を確保：約４０万食

・「広島サミットの直接的な経済波及効果」県内は約725億円、県外分は約492億円
・県内分のうち、広島市分が約573億円、広島市以外の市町が約152億円と、
経済効果は県内全体に及んだ。

・「メディア露出に伴う広告換算額」は、国内外合わせて約8、832億円
・特に海外においてメディア露出が大きくなっており、国内外で大きなインパクトを残すことができた。

・以上、直接的な経済波及効果と、広告換算額、ポ
ストサミットの経済波及効果の３つの項目を、全てを合計すると１兆1千6百億円強
・このように高い数字として表れたことは、
数字の上でも広島サミットの成功を物語っていると評価できるのではないかと考えている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・サミットを契機に世界から広島への注目や関心が高まっている中、
国内外からの誘客促進や、県産品の魅力発信及びその活用など、
積極的に展開し、本県のさらなる発展につなげていく必要がある。
・「核兵器のない平和な世界の実現に向けて、
①若者の参画を得つつ平和の取組を着実に推進
・平和の取組については、広島を中心とした日本の若者を、Ｇ７各国に派遣し、
現地の若者と議論・交流する、Ｇ７広島サミット　レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」を実施。
・現地の人々が再度Ｇ７広島サミットを想起し、広島への関心を更に高めつつ、
核兵器問題をはじめとした幅広い地球規模課題の解決に向けた機運向上を図ることを目的としている。

・②広島の魅力発信について、おいしい！広島プロジェクトでは、
G7広島サミットの開催をきっかけに、広島の四季折々の海の幸と山の幸、
ブランド牛など多彩な食の魅力を国内外に発信し、広島の食を盛り上げるためのプロジェクト。
・広島の食を代表する団体やホテルが結束し、
「おいしい！広島」コンソーシアムを発足し、それぞれの知恵と経験を持ちより、
生まれたアイデアを元に、和食や洋食など、多彩なジャンルの「新しいひろしまの食」を磨き上げていく。
・「ひろしまは、おいしい！」を、県内外、そして世界へ。

・宿泊促進キャンペーンでは、Ｇ７広島サミットの開催効果を持続させるため、
夏や秋の観光シーズン終了後の冬の閑散期をターゲットとした宿泊キャンペーンを実施する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜メモ＞
・現在、広島では様々な施設の整備や建設が進められている。
・例えば、EDION PEACE WING HIROSHIMA（サッカースタジアム）
・Jリーグサンフレッチェ広島の本拠地となるスタジアム。
・2024年2月の開業に向けて整備を進めており、
広島市が主体となり整備するこのスタジアムは3万人収容で、
マツダスタジアムのように多種多様なバラエティシート、VIPシート等が設けられる。
・広場および西側の河川敷エリアと、スタジアム内それぞれの回遊性を高める2層のコンコースも特徴の一つ。
・広場と一体となり、旧広島市民球場跡地エリア、広島城エリアともデッキで接続し、
「まちなか」に開かれた新たなシンボルとなる。

・「HIROSHIMA GATE PARK」
・旧市民球場跡地が、都心の新たなにぎわい拠点として生まれ変わった同広場では、
年間を通じて大小さまざまなイベントを開催。年間１００万人以上の来客を目標としている。
・かつてこの場所にあった市民球場のように、市民に愛され、
誰もが訪れてみたいと感じる広島の「顔」になることを目指している。
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